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エンゲルス版のほうに記入した，「→o352bから」等戈は，「草稿の352
ｂページから取られた部分がある」等々の意味である。
この表では，左端に草稿のページを掲げておいた。ほぼ４ページごとに
入れてある短い横線は，フォリオ版全紙の切れ目を示している。この第３
部第１稿は，２つ折りにして４ページとなった全紙（フォリオ）をただ重
ねただけのものであるが,そのそれぞれの全紙の切れ目である｡この第５章
5）では，325ａ－３２５ｂページと352ａ－３５２ｂページだけが，それぞれ２
ページしかない全紙半切りであるが，この両者は既述のように同じ１枚の
全紙を半分に切ってできたものである。325ａページと325ｂページの上方
までのところには，「イングランド銀行の割引率。地金。銀行券」と題さ
れた統計が掲げられている。これは，1857年の『銀行法委員会報告」の付
録の統計からつくられたもので，1844-1856年の各年について，公衆の手
にある銀行券，銀行部の準備，地金，最低利子率，私的有価証券，私的預
金，などの変動を記し，それにごくわずかのコメントをつけたものであ
る。全紙半切りとなっているのは，統計を書くためにそうしたのではない
かと考えられる。しかし，あとから挿入されたものでないことは，325ｂ
ページの統計の下の余白に，明らかに325ページに続く，「銀行法委員会報
告』1857年からの引用が書かれていることから確認できる。他方，352ａ
－３５２ｂページは，やや独立的な352ａ－３５２ｊページを書くときに，たま
たま残されていた半切りをまず使ったのであろう。
5５ 
マルクスはこの第３部第１稿でも，彼がいつもやるようなしかたで，各
ページの上半部に本文，下半部に注ないしそれに準じるものを書いてい
る。この上半部と下半部との境界は，あらかじめ各全紙を折って折り目を
つけておくのである。第５章５）でも，基本的にはそうした紙の使い方を
している。このような使い方をしているところでは，上半部は各ページと
も本文がぎっしりと書かれているのに，下半部は注が長いか短いかに応じ
て下部に広狭の空白ができる，といったことが生じうることになる。とこ
ろがマルクスはときとして，まんなかの折り目をまったく無視して上から
下までびっしりと書き続けている。上表のページ番号の左側にアステリス
ク（＊）をつけたページはそのように使われているのである。こういうペ
ージの部分は，一般的に言って，原稿というよりもノート風に使われてい
る，ということができる。つまり，あとで原稿を書くさいの材料を書きつ
ける，といった性格が強いのである。この５）についてふると，まず352
ａ－３５２ｊページと361-364,369-371ページとを見られたい。どちらも
『議会報告書」からの抜き書きであり，ノート的な部分である。また，大
きな統計を書くときには上半下半への２分という原則は守れないのであっ
て，ここでも325ａ’348,350,365-368ページがそれにあたる。381-391
ページは，さまざまの文献からの雑録であって，ここでははじめの２ペー
ジ-381,382ページ~がページいつぱいに書かれているが，それ以降
は上半部だけが使われている（なお，386-389ページはページ番号が飛ば
されていて存在せず，392ページは，「銀行券とその免換性」と書いてある
だけ－その下に「外国為替」と書いたのち抹消している－で，その下
は空白になっている)。
さて，上半下半の区別なくページを使っているのが以上のようなもので
あるとすると，320-325および325ｂページもそのように使われているこ
とをどのように見るかが問題になる。というのは，この部分からエンゲル
スは第26章をつくったのであって，エンゲルス版では第25章や第27章とい
わばまったく対等の位置を占めることになっているが，草稿ではそういう
５６「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
ものではないのではないか，という疑問が生じるからである。この点は，
第25章にあたる部分をどのように読むかということにも関係するので，節
を改めてひとまずさきに考えておくことにしたい。
7．現行版第26章の表題と性格
エソゲルス版の第26章の表題は「貨幣資本の蓄積。それが利子率に及ぼ
す影響」である。管見によれば，これまでこの表題が第26章の内容に照応
するものであるかどうかが問題にされたことばないように思われるのであ
るが，草稿をふると，この点について根本的な疑問が生じざるをえない。
エンゲルスがこの表題をつけたのは，彼がこの章にまとめた321-325ｂ
ページの冒頭，つまり321ページのいちばん上に，「貨幣資本の蓄積とそれ
が利子率に及ぼす影響〔AccumulationofmoneyedCapitalu､EinfluB
derselbenaufdZinsrate〕」とあるからである。第26章はこのあと，３２５
ａ－３２５ｂページの統計の部分を飛ばして，325ｂページの終わりまでを収
めている。エンゲルスがこの表題をこの部分全体の表題と糸たことは，ほ
とんどまちがいたいと思われる。だが，この表題ははたしてそういうもの
であろうか。
エンゲルス版で見られるように，第26章はまず，『通貨理論論評』から
の引用で始まり，続いてハッバード『通貨と国民』からの引用ののち，以
下『商業的窮境』1847年からの引用が続く。そしてそのあと，『銀行法委
員会報告」1857年によって，ノーマンとオーヴァストウンの混乱を批判し
ており，この部分が第26章の大半をなしている。第26章の主内容としては
このノーマンとオーヴァストウンの批判の部分がふつう取り上げられてい
るわけである。
まず，その主内容よりまえの部分までについて，その主題が「貨幣資本
の蓄積とそれが利子率に及ぼす影響」であるかどうかを，個々の引用で検
討して承るならば，最初の『通貨理論論評」からの引用とハッバードから
の引用を除いてそれ以降の引用は－貨幣資本の需給と利子率との結びつ
５７ 
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ぎに関連することを見いだせないわけではないにせよ－それとは異なっ
た観点からの引用ではないか，という疑問が生じるはずである。というの
もじつは当然のことで，－わたくしの承るところでは－この３２１ペー
ジと322ページの最初の１行は，318ページから続いているいわば雑録の部
分の１部をなすものであって，さぎの表題は，そのなかで『通貨理論論
評」とハッパードとからの引用の部分につけられた小見出しにすぎないか
らである。マルクスは，抜き書きをするさい，しばしばその直前に抜き書
きをするさいの視点ないし主題を記している。そしてそのような語句ない
し文にはたいてい下線をつけている。さきの「貨幣資本の蓄積とそれが利
子率に及ぼす影響」もそうしたもののひとつなのである。
この雑録は，その全体をのちの「10．第25章および第26章冒頭の草稿」
のなかで訳出するので，それについて見られたい。エンゲルス版には取り
入れられていないマルクスの下線も，『通貨理論論評』とハッバードとか
らの引用以外では，異なった観点から引かれていることを知られるであろ
う。
また，エンゲルスが取り入れなかった末尾部分の２つの引用群には，そ
れぞれ「資本の価値〔ValueofCapital〕」および「通貨，貨幣，資本
〔Circulation，Money,Capital〕」という小見出しがつけられていて，これ
がさきの「貨幣資本の蓄積とそれが利子率に及ぼす影響」と対等に並ぶも
のであることも確かめられるであろう。
以上のような判断が正しいとするならば，続くノーマンとオーヴァスト
ウンの批判の部分についても，さきの表題が適切かどうか，内容的に再検
討されなければならないことになる。そして，先入見を除いて第26章に取
り入れられている記述を読むならば，ここでの批判の視角も，批判を通じ
てマルクスが明らかにしていることも，「貨幣資本の蓄積とそれが利子に
及ぼす影響」という問題に限定されたものではないことを確認されるであ
ろう。マルクスはここで，ノーマン，そしてとくに通貨学派の代表者たる
オーヴァストウンの謬論，愚論を抜き書きしながら，そこに見られる，貨
５８「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
幣資本と現実資本との意識的・無意識的な混同，資本と貨幣との混同，流
通手段と支払手段との混同ないし無区別，そしてこれらのことから生じ
る，恐慌や銀行法や銀行経営のあり方についての愚論，さらにこれらの謬
論がそれに基づいている銀行業者的立場，これらのことを根本的に突いて
いるのである。その内容を短縮して表現するとすれば，他の諸章の表題と
なじむかどうかは別として，「通貨学派の「論理」とその混乱」というこ
とにでもなるのではないかと考えられる。
さて，第26章の内容が以上のようなものだとすると，その草稿である
321-325ｂページが上半下半の区別なく使われていることをどう考えたら
よいのであろうか。わたくしは，それをあるがままに認める以外にない，
と考える。すなわち，この部分は，下半に注の部分を用意しながら上半に
本文として書かれた，というものではないということ，つまり，のちの利
用のためにつくられた材料だということである。たしかlここの部分は，の
ちの，引用が大部分で系統的な叙述になっていない「混乱」の部分や360
-364,369-371ページでの『議会報告書』からの抜き書きの部分とは異
なり，引用を含永ながらもマルクス自身の一貫した叙述が行なわれてい
る。しかし，320-321ページ~後述のように，318-319ページでは，下
半部に317-318ページのいわば「総論」への注が書かれているので，雑録
はその上半部にある－でページの全面を埋めて書かれた雑録からとくに
区切られることなく325ｂページまで同じようにして書き続けられたこの
部分は，このあとふたたび上半部の承に本文が書かれている第27章相当部
分とは，やはり区別して取扱われるべきであろう。
もしこのように見ることが許されるとすれば，第５章のはじめのほうで
この章の本文として書かれているのは，317-318ページのいわば「総論」
にあたる部分に続いては，第27章相当部分だということになる。エンゲル
ス版について大まかに言えば，第25章の本文部分末尾の，
「特殊な信用諸機関〔マルクスでは用具〕ならびに銀行そのもの〔マ
ルクスでは「そのもの」はなし〕の特殊な諸形態は，われわれの目的の
5９ 
ためにはこれ以上考察する必要はない」（ＭＥＷ）Ｂｄ２５,Ｓ417)，
というところに，「第27章資本主義的生産における信用の役割」の部分
が続く，ということである。草稿から読み取ることができるこのようなつ
ながりは，第５篇の各章の内的関連についての従来のさまざまの議論にも
新たな視点を与えるものだと考えられるが，ここではそのことの指摘にと
どめる。
なお，以上この項で述べたことになぜエンゲルスが配慮しなかったのか
ということであるが，卑見では，彼がまず草稿の全部を「読永やすい写し
に書き取らせることから｣Ｄ始め，そのあとでこの写しを使って「本来の
編集｣2)を行なったという，その編集過程に原因があったのではないかと
思われる。最初の口述筆記のさいには，エンゲルスもまだ草稿の複雑な構
成を十分につかんでいなかったであろうが，それにもかかわらず，前から
順を追って筆記させていかなければならなかったであろう。そのさいのち
ょっとした思い込承が「写し」に定着してしまい，修正の機会を失するこ
ともあったのではなかろうかとも考えられるのである。すでに本稿の３で
見たように，「写し」は1885年７月にはできあがっており，そのあと第１
－４篇の編集をいちおう終えて第５篇，そしてとくに第25章以下にかかっ
たのは1891年の秋以降であったようであるから，すでに「写し」を口述し
てから６年以上経っていた。もちろんエンゲルスは，「写し」だけでなく
草稿そのものも手許において仕事を進めたのであろうが，「写し」による
ことが大きかったのではないだろうか。第26章相当部分が各ページの上下
を通して書かれていることに注意しなかった可能性はないだろうか。ま
た，口述のさいに「貨幣資本の蓄積とそれが利子率に及ぼす影響」という
見だしを大きな部分の表題としてしまい，それが最後までそのまま残って
しまったということはないであろうか。
ともあれ，以上のような把握にもとづいて，さぎの一覧表のなかで322
-325ｂページの内容を，「(挿論）通貨学派の「論理」とその混乱」とし，
321ページは－現行第26章の１部を成しているにもかかわらず－「雑
６０「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
録」に属するものとしたのである。なお，念のために一言すると，このこ
とは，この「挿論」で論じられていることが第５章の範囲外であって，第
５章から取り去ってもよい部分だ，ということを意味するものではない。
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マノレクスの第５章の本論のつながりからゑるとこの位置では「挿論」とな
っている，ということなのである。
１）ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ､１１． 
２）ＥｂｅＭａ． 
8．「架空資本」の意味
さて，順序が逆になったが，５）の最初の部分，エンゲノレス版の第25章
に取り入れられた部分について見ていくことにしよう。
第25章は，基本的には草稿の317-320ページから成っているが，若干の
部分がそれ以外のところから取られているので，はじめにその部分をあげ
ておく。
第１に，ＭＥＷ版423ページ６－１３行（大月普及版５１５ページ17行目-
516ページ４行目）の，エソゲルスが「Ｉ」という番号をつけている部分
は，361ページから取られている。
第２に，エンゲノレスが「Ⅳ」という番号をつけているＭＥＷ版427ペー
ジ19-25行（大月版522ページ13-16行目）はエンゲルスによる文章であ
り，それに続く同ページ20行目-428ページ17行目（大月版522ページ17行
目-524ページ３行目）は370ページから取られている。
第３に，それに続く428ページ18-20行（大月版524ページ４－６行）は
エンゲルスによる文章であり，それに続く同ページ21-25行（大月版同ペ
ージ７－９行）は369ページから取られている。
第４に，エンゲルスが「Ｖ」という番号をつけている同ページ26-31行
（大月版同ページ10-13行）は352ｂページから取られており，それに続
く３行はエンゲルスの文章である。
なお，420ページ以下のエンゲルスによる挿入文のなかで，421ページ2４
6１ 
-25行（大月版５１３ページ15-16行）で言及されている『商業的窮境』
1848年の第1059号は草稿の352ｊページに引用されている。
さて，エンゲルス版では第25章は「信用と架空資本」という表題をもっ
ている。この表題は，草稿の５）の表題「信用。架空資本」と無関係につ
けられたものだとは考えにくい。したがって，エンゲルスは，マルクスの
●●●●●●●●●● 
表題力３５）の全体についてのものであると知りながら，なおあえてこの冒
頭部分にこそこの表題がふさわしいと考えて「信用と架空資本」とした
か，さもなければ，マルクスの表題をこの冒頭部分についてだけのものと
誤認したか，そのどちらかであろう。後述するようにこの章では「架空資
本」という言葉はリーサムからの引用に１か所でてくるだけであり，「架
空資本」そのものが正面から論じられているのはエンゲルス版第29章であ
って，そのことを知りながらなおエンゲルスがこの表題を選んだ，という
事情，また，さきに糸たように第26章相当部分の最初に表題があると誤っ
て考えたという事情，こうした事情を考えると，わたくしは，エンゲルス
がマルクスの５）の表題をこの冒頭部分だけの表題と誤認した可能性が大
きいと思う。そして，この誤認を前提にして，この表題にある「架空資
本」の意味をこの５）の冒頭の部分，具体的には317-321ページのなかに
求め，その一定の解釈にもとづいて第25章をまとめたのではないだろう
か，と思われるのである。
このことを明らかにするために，少し回り道ではあるが，マルクスはこ
の第５章のなかで「架空資本」という言葉をどのように使っているかとい
うことを調べておこう。
まず，第25章相当部分の317-320ページにでてくるただひとつの「架空
資本」をあげよう。それは，草稿３１７ページのリーサムからの引用のうち
の次の文章にある。
「どれだけの部分が実際の売買契約や販売のような真正の取引から生
じたものか，またどれだけの部分が架空なもの〔fictitious〕で単なる融
通手形であるか，すなわち架空な資本〔afictitiouscapital〕を調達す
６２「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
るために手形が他の流通中の手形の支払いに振り出されるような場合，
つまりそれだけの通貨が創造されることによるものであるか，を決定す
ることは不可能である｡」（Ｍ３・ＬＳ､317；ＭＥＷ)Ｂｄ25,ｓ､414.）
ここで「架空な資本」と言っているのは，「真正な取引」にもとづかない
で振りだされた融通手形によって入手された貨幣額のことをさしている。
注目されるのは，「架空な」にも「架空な資本」にも下線がつけられてい
ないことである。この部分は，これらの語があるために引用されたもので
はけっしてない。「不可能」のところに下線があるように，下線を引くの
を省いているわけでもない。もし，この冒頭部分で「架空資本」が１つの
主題と考えられており，しかもそれとの関連でこの引用がなされたのであ
れば，その当の概念に下線がつけられないということは，マルクスの普通
の下線のつけかたからして考えられないことである。だから，リーサムか
らのこの引用にこの言葉が出てくることは，第25章相当部分でマルクスが
架空資本を論じようとしていた証拠にはならないのである。そして，マル
クスの草稿の317-320ページのどこにも，これ以外に「架空資本」という
言葉は出てこない。
そもそも第５章５）のなかで「架空資本」という言葉が出てくるのは，
●●●●●● 
現行第29章相当部分を除くとそれよりあとのところの数か所だけでしかな
い。マルクスが使っている概念の意味はマルクスがそれを実際に使ってい
るところから読承取られるべきだとすれば，５）の表題中の「架空資本」
の意味も，第29章相当部分とそれ以降とに出てくる用例からつかまれねば
ならないであろう。
第29章はエンゲルスの表題では「銀行資本の成分」であるが，ここには
マルクスの表題番号「Ⅱ)」がつけられており，それ以前の「Ｉ)」とこの
あとの「Ⅲ)」との関連で,この部分で明らかにざれ強調されていることの
マニド・キャピタル
中心をまとめれば，前掲の第２表に記したように，「銀行業者の貨幣資本
の大部分は純粋に架空なものである」ということになると考えられる。そ
●●●●●●●● 
れほど「架空資本」はこの部分にとって重要な概念であるばかりでなく，
６３ 
●●●●●●●●●●●● 
それ力:銀行の貨幣資本の特徴づけとして，５）全体のなかの独自の項目
(｢Ⅱ)｣）のなかで論じられている，ということに注目する必要があろう。
そこで，この「Ⅱ)」（現行第29章）のなかで「架空資本」という概念がど
のような意味で用いられているかを簡単にふておくことにしよう。
マルクスはこの部分の冒頭で，
「Ⅱ）今度は，銀行業者の資本がなにから成っているのかをもっと詳
しく考察しなければならない｣(Ｍ３．１，ｓ335；ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ､481)，
と言い，銀行学派が資本の循環形態としての貨幣資本と「｢利子生糸資本」
マニド・キャピタル
という意味での「貨幣資本｣」とを混同してし､ることを指摘したのち，「銀
行資本〔Bankcapital〕」が一方では「1）現金（金または銀行券）と，２）
有価証券」とから成っているが，これは他方では「銀行業者自身の投下資
バンキング・キャピタル
本と預金（彼の銀行業資本または借入資本)」とに分かれることを述べ，
それに続いて，「いわゆる利子付証券」（ＭＳ､１，ｓ338;ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ、
487）について立ち入って論じている。ここでの要点は，収益の資本化に
よって形成される「資本」は純粋に架空なものであって，その「価値」の
変動は一般に現実資本の価値の運動とは無関係であるが，１国のいわゆる
貨幣資本の大きな部分がこのような「架空資本」から成っている，という
ことである。
「しかしすべてこれらの場合，国家による支払がその子（利子）と承
●●●● 
なされる資本は幻想的なもの，すなわち架空資本である｡」（Ｍ3.1）Ｓ、
336；ＭＥＷ）Ｂｄ２５,Ｓ482-483.） 
「この取引はまだ何度でも繰り返されるかもしれないが，国債という
●●●●● 
資本は純粋に架空な資本であって，この債務証書が売れなくなれば，そ
の瞬間からこの資本という外観はなくなってしまう。それにもかかわら
ず，すぐ見るように，この架空資本はそれ自身の運動をもっているので
ある｡」（Ｅbe"血；ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ､483.）
「架空資本の形成は資本化と呼ばれる，すなわち規則的な収入はすべ
て，平均利子率によって，この利子率で貸し出される資本がしたらすは
６４「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
ずの収益として計算される｡」（EbcMz.；ＭＥＷ)Ｂｄ､25,ｓ484）
●●●●●●● 
「債務証書一有価証券一ｶs国債の場合とは違って純粋に幻想的な
資本を表わしていない場合でも，これらの証券の資本価値は純粋に幻想
的である｡」（Ｍ、ＬＳ､337；ＭＥＷ）Ｂｄ､25,ｓ､484.）
「たとえば，ある株式の名目価値，すなわち最初にこの株式が代表す
る払込金額が100ポンドであり，その企業がそれまでの５％にかわって
10％をあげるなら，この株式の市場価値は200ポンドに上がる，すなわ
ち倍になる。というのは，５％で資本化すれば，それはいまでは200ポ
ンドの架空資本を表わしているからである｡｣(ＥＭｚ伽ノＭＥＷ,Ｂｄ､２５，
ｓ485.） 
「利子率が５％から２↓２％に下がれば，５％〔ポンドと言うべき－
引用者〕をもたらす有価証券は100ポンドから200ポンドに上がる〔steigt
をstelltと誤記一引用者〕。というのは，それらの価値は，収益が資
●●●●●● 
木化されたもの，すなわち，収益力;幻想的な資本にたいしてそのときの
利子率で計算されたものだからである｡｣(ＥＭｚ血；ＭＥＷ)Ｂｄ,Ｓ485.）
「すべてこれらの証券は，実際には，「生産にたいする蓄積され)/こ請求
権」のほかにはなにも表わしていないのであって，それの貨幣価値また
は資本価値は，国債の場合のようにまったくどんな価値も代表していな
いか，または，それらが表わしている現実の資本の価値とは無関係に規
制されるのである｡/すべて資本主義的生産の国には,このような形態での
巨大な量のいわゆる利子生糸資本または貨幣資本〔d・sogZinstragende
odmoneyedCapital〕が存在している。そして，貨幣資本〔Geldca．
pital〕の蓄積といわれるものの大きな部分は，このような「生産にたし、
－￣ 
する請求権」の蓄積とこの請求権の市場価格(幻想的な資本価値)の蓄積
とのほかにはなにも意味していないのである｡」(/V３．１，ｓ338；ＭＥＷ，
Ｂｄ､25,ｓ､486.） 
以上が，第５章５）で出てくる「架空資本」の最初のものであるが，見ら
れるように，これはいわゆる擬制資本たる利子付証券のことである。マル
６５ 
クスは，それらの価値は総じて「純粋に幻想的」であるが，とくに国債で
●●●●●● 
は「資本」そのものが「純粋に幻想的」であり，さらに譲渡できない収入
源泉までも「資本」と糸なされる場合－その極は労働カーを「純粋に
幻想的な観念」だとし，
「こうして，資本の現実の価値増殖過程とのいっさいの関連は最後の
痕跡にいたるまで消え失せて，自分自身を価値増殖する自動体としての
資本の観念が固められるのである」（ＭＳＪ,Ｓ､337；ＭＥＷ)Ｂｄ､25,ｓ、
484)， 
としている。
さて，マルクスは，このように利子付証券の架空性を明らかにしたうえ
で，ふたたび「銀行資本の成分」に話をもどして，次のように言う。
「さて，銀行業者資本の一部分はこのいわゆる利子付証券に投下され
ている。この証券そのものは，現実の銀行業務では機能していない準備
資本の一部分である。〔この準備資本の－引用者〕最大の部分は，手
形，すなわち生産的資本家や商人の支払約束から成っている｡」（ＭＬ
Ｓ､338；ＭＥＷ）Ｂｄ､２３，ｓ487.） 
これに続けてマルクスはいったん次のように書いたのち，消している。
「手形は，その名目価値とその市場価値とが異ならないということ
によって，上で見た有価証券とは区別される。だから，手形は満期にな
れぱ,それが振り出されたときの〔割り引かれたときの,と言うべき－
引用者〕金額よりも大きい金額に転化させられるのである｡」（ＥＭｚｍｚ.）
この抹消部分から，直前の文で，「最大の部分」と言っているのが，「いわ
ゆる利子付証券」についてではなくて，「準備資本」についてであること
がわかるであろう。これを消したのちに，マルクスは次のように書いてい
る。
「貨幣の貸し手にとってはこの手形は利子付証券である。すなわち彼
は，それを買うときに，満期までにまだ残っている期間について利子を
引き去るのである。だから，手形が表わしている金額からどれだけが引
６６「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
ぎ去られるかは，そのときどきの利子率によってきまるのである｡」
（EDC"血.）
ここでは手形が「利子付証券」とされているが，この「利子付証券」とい
う概念は広い意味で使われているのであって，さぎの「いわゆる利子付証
●●●●●●●●●●●● 
券」とは区別されなければならない。手形がさきに見たような意味での架
空資本でないこと，その価値はけっして「純粋に幻想的なしの」でないこ
とはいうまでもないことである（また，銀行資本の成分としての手形を論
じているここでは，融通手形のようなものだけが問題になっているのでも
ないことも明らかである)。
続いてマルクスは，「最後に，銀行業者の「資本」の最後の部分は，彼
の貨幣準備（金または銀行券）から成っている｣(Ebc"血.)，と言い，－
預金は預金者が自由に処分できるものだが，通常はその「一般的平均はあ
まり変動しない」ということに触れたのち－次のように書いている。
「銀行の準備金は，資本主義的生産が発展している諸国では，平均的
には，蓄蔵貨幣として現存する貨幣の量を表現しているのであって，こ
の蓄蔵貨幣そのものの一部分はこれはまたこれで紙券〔Papier〕から，
すなわち，金にたいする指図証券ではあるが自己価値ではない単なる指
図証券から成っている。それゆえ，銀行業者の資本の最大の部分は，純
●●●●● 
粋に架空なもの（すなわち債権）（手形および公債）および株式（所有
証書，将来の収益にたいする指図証券）であって〔Dgr6BteTheild・
Bankers'Capitalsistdaherreinfiktiv（ndmlichSchuldfolderungen） 
(Wechselu・publicsecurities）ｕ・Aktien（EigenthumstiteLAnwei‐
sungenaufkiinftigenErtrag)〕，この場合忘れてならないのは，これ
らの紙券が銀行業者の引き出しのなかで表わしている資本の貨幣価値
Ｉま，その紙券が確実な収益にたいする指図証券（公債の場合のように）
であるか，または現実の資本の所有証書（株式の場合のように）である
●●●●● 
場合でさえ'６，まったく架空なものであって，これらの紙券が表わして
いる現実資本〔dWirklicheCapital〕の価値からは離れて規制される
6７ 
ということ，あるいは，これらの紙券が単なる収益請求権を表わしてい
る（資本を表わしていない）場合には，同一の収益にたいする請求権
●●●●●●● 
が，絶えず変動する架空な貨幣資本で表現されるということである。そ
●●●●●●●●●●● 
のうえに,この架空な銀行業者資本の大部分Iま,銀行業者の資本を表わし
ているのではなく，利子がつくかどうかにかかわりなく彼のもとに預金
一
している公衆の資本を表わしている，ということが加わるのである｡」
（E6e"ｄＺｚｊＭＥＷ＞Ｂｄ､25,ｓ487.） 
以上は１つのパラグラフとなっている。ここで原文を挿入した部分は，パ
ーレンの位置におかしいところがあるが，しかし内容ははっきり読ふとれ
るであろうｎｏそのうえでこの部分を見ると，まず銀行の準備金の一部分
は「自己価値ではない単なる指図証券」すなわち（他行の）銀行券から成
っていることが述べられ，次に，そうだとすると，「銀行業者の資本」は
－ごくわずかの地金準備を除いた－大部分は，銀行券（他の銀行業者
への債権)，手形－これも「自己価値」ではない－，公債，株式，か
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ら成っているのだから，「純粋に架空なしの」だということになる，とい
うことが述べられている。ここで「純粋に架空なもの」と言われているも
のが，上述の「いわゆる利子付証券」ばかりでなく，手形や，さらに銀行
券までも含めたものであることは明らかであろう。すなわちここでは，お
よそ「自己価値でない単なる指図証券」を，自己価値でないがゆえに「純
粋に架空なもの」としているのである。これは，さぎの「いわゆる利子付
証券」について言われていた「架空資本」とは異なる視点からの架空性で
ある。このパラグラフの末尾で，「この架空な銀行業者資本の大部分は，
銀行業者のもとに預金している公衆の資本を表わしている」と言っている
場合の「架空な銀行業者資本」というのは，自己価値である地金を除い
て，銀行業者の手許にあるすべての銀行券，手形，有価証券をさしている
のである。
これに続いて，「預金そのものは二重の役割を演じる」（ＭＳ､ＬＳ３３８；
ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ､488）ことを述べたあと，マルクスは今度は，この預金
６８「信用と架空資本」（『資本論」第３部第25章）の草稿について(上）
について，その架空性を指摘する。
「利子生糸資本と信用制度との発展につれて，同一の資本が，または
同一の債権でしかないものが，さまざまの人手のなかでさまざまの形態
で現われるさまざまな仕方によって，すべての資本が２倍に，またとぎ
には３倍にもなるように見える。この「貨幣資本」の最大の部分は純粋
に架空なものである。たとえば，すべての預金は銀行業者への貸し勘定
〔Guthaben〕にすぎないのであって，（準備金を除けば）それはけっし
て金庫のなかには存在しない。預金が振替取引に役だつかぎりでは，銀
行業者がそれを貸し出したのちにも，それは彼らにとって資本として機
能する。彼らは，これらの貸し勘定の差引計算によって，存在しない
預金にたいして振り出された相互の小切手を支払いあうのである｡」
（EDC"ｄｔｗＭＥＷＢＢｄ､25,ｓ､488-489.） 
ここでは，預金は準備金として銀行業者の手許に留められている部分を除
けばすべてが「純粋に架空なもの」であることが述べられている。これ
は，すぐまえにふた「架空な銀行業者資本」の架空性とはまた異なった視
点から言われているものである。すなわち，預金は，銀行業者によって賛
●● 
し出されて－すなわち彼にとっての利子生a;A資本に転化されて－無準
備となり，したがって架空なものとなったのちにも，彼にとって貨幣取扱
資本として機能する，そういう架空資本になっている，というのである。
これに関連してマルクスは，「貨幣が資本貸付で演じる役割〔dRolle，
d・dGeldimCapitalverleihnspielt〕」についてのＡスミスの記述を引
用し，同じ貨幣がいくつもの商品資本の価値形態として機能しうること，
そしてそのたびに「資本の価値定在」として貸付けられる可能性があるこ
とを述べ，さらに，この貸付について言えることは，「公衆が銀行業者に
たいして行なう貸付」である預金についても言える，として，『通貨理論論
評』からの引用を行なっている。これによって明らかにされているのは，
同じ貨幣片で何度も預金されることによって何倍もの架空な資本が形成さ
れる，ということである（Ｍ３・ＬＳ３３９；ＭＥＷ）Ｂｄ､25,ｓ489-490)。
6９ 
最後にマルクスは，中央銀行＝イングランド銀行を考察に入れて，銀行
業者の準備金の架空性を明らかにしている。
「この信用制度においてはすべてが２倍にも３倍にもなって単なる幻
●●●● 
想的産物に転化するのであるが，同じことはまた，人々がやっとなにか
確かなものをつかんだと思う「準備金」についても言える｡」（ＥＭＭz；
ＭＥＷ,Ｂｄ２５,Ｓ490.） 
ひとつは，私営銀行の準備金は中央銀行への預金となっているが，中央銀
行ではこれまた無準備の債務となっていること，ひとつには，1844年の銀
行法によるイングランド銀行の２部門分割によって｢準備金｣がこれはまた
これで「２重化」されるが，「これまた幻想的である」（E6c"伽ノＭＥＷ）
Bd､25,ｓ491-492）ということ，この２つの架空性が示されている。
第29章相当部分でのマルクスの考察はここで基本的に終わっているが，
以上述べたところから，マルクスがここで明らかにしようとしたのは銀行
資本の架空性であることが確認されるであろう。そのさい，この架空性は
さまざまの異なった観点からなされていた。第１に，「いわゆる利子付証
券」＝いわゆる擬制資本の架空性。第２に，そのなかでもとくに，国債の
ように資本そのものがまったく幻想的なものと，第３に，株式のように資
本価値が架空であるものとが区別される。第４には，銀行が保有する紙券
は－他行の銀行券を含めて－自己価値でないという意味で架空である
こと，第５に，無準備となっている預金はすべて架空資本となっているこ
と，第６に，準備金でさえ「幻想的」であること。そして最後に，預金と
準備金とのところでより一般的に言われていたように，利子生糸資本と信
用制度との発展につれて，同じ資本が何倍にもなって現われるのであっ
て，この貨幣資本の大部分は架空のものであること。この最後の点では，
架空性は銀行資本のゑについてではなく，信用制度下の「貨幣資本」一般
について言われているわけである。
第29章にあたるⅡ）以降では，「架空資本」についてふれられるところ
はごくわずかになる。それを見ておこう。
７０「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
「以上述べたところからわかるように，貨幣資本としての属性におけ
る商品資本（dWaarencapitalquaGeldcapital）は，恐慌のとぎには
(総じて不況期〔intimesofpressure〕には）減少している。同じこ
●●●● 
とは，架空資本，利子付証券についても，それら自身が取引所で流通す
るかぎりでは，言えることである。……この架空な貨幣資本は恐慌のと
ぎには非常に減少しており，したがってまた，その所有者（銀行業者，
商人叶等）たちがそれをもって市場で貨幣を調達する力も非常に減少し
ている。とはいえ，これらの有価証券の貨幣名の減少は，それらの所有
者たちの支払能力には大いにかかわりがあるとしても，現実現本とはな
んの関係もないのである｡」（Ｍ３・Ｌｓ､347；ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ510.）
ここでは，一見して，さきにふた「いわゆる利子付証券」が「架空資本」
と言われていることが明らかである。
マニド・キャピタル
「貨幣資本力:存在する形態が，ただ，貨幣（金，銀，すなわち，その
物質が価値の尺度として役だつ商品）の形態だけだと仮定しても，この
マニド・キャピタル ●●●●● 
貨幣資本の大きな部分はつねに必然的に単に架空のものである。……貨
マニド・キャピタル マニド・キャピタル
幣が貨幣資本に転化して，同じ貨幣力§繰り返して貨幣資本を表わすかぎ
りでは，それはただある１つの点で金属貨幣として存在するだけだとい
うことは明らかである。他のすべての点では，それはただ資本への請求
権〔claims〕の形態で存在するだけである｡..…･｣(ＭＳ・ＬＳ､355；ＭＥＷ＞
Ｂｄ､25,ｓ､524-525.） 
ここでは，自己価値ではなくて債務請求権の形態をとっているいっさいの
貨幣資本が「架空のもの」とされている。
最後に，草稿の３６４ページの末尾にあって，エンゲルス版に取り入れら
れていない部分を紹介しておこう。これは，ニンゲルス版(ＭＥＷ版)５６７
ページに組糸込まれている，キャップスの証言のあとに書かれているもの
である。
「信用制度がどのように，小生産様式を大規模な生産様式に転化させ
ることを助けるか，については，ロンドンの家屋建築業を見よ。銀行法
7１ 
報告。1857年。507,508,509ページ。
￣ 
貸付可能資本の量はそれ自身の量にかかるだけではなくて，信用の状
態にもかかっている。信用の状態が悪いときには，産業家たち自身の借
マニド・キヤピタル
リ入れ力:少<なり，第２に，銀行業者の貨幣資本を成しているとんまた
ち〔Esel〕のほうは臆病になり，どんな条件であろうと「貸付け」よう
としない2)。
架空資本（利子付証券）と，銀行券，銀行業者の手遁，等々によって
●●●● 
形成される信用資本｛つまり，あるやつ〔つまり銀行業者一一引用者〕
が信用そのものをふたたび，彼が売る商品にする場合｝とを，区別しな
ければならない｡」
ここで「信用資本」と言われているのは，銀行業者が他人資本＝銀行業資
本（bankingcapital）を貸付けている場合であるが，すでに糸たようにこ
れもある視角からは－無準備の部分は－「架空」であるにもかかわら
ず，ここではそれと，利子付証券の形態で存在する銀行業者の資本とを区
別しなければならないとし，後者を「架空資本」として前者に対比してい
るのである。
以上が第５章５）のなかで「架空資本」という言葉が使われている個所
である（エンゲルスが，自分によることを明記して，また明記しないで使
っているところは別として3))。われわれは，第５章５）の「信用。架空資
本」という表題のうちの「架空資本」を，以上見てきたような意味のもの
であると理解しなければならないであろう。そうであるとするならば，こ
の５）のなかでは，「架空資本」はまさに第29章相当の「Ⅱ)」でそれとし
て論じられていると言わなければならないであろう。この点からゑて，第
25章相当部分を「信用と架空資本」と呼ぶことには，大きな疑問があるの
である。しかし，この点についてはさらに第25章相当部分の内容を確かめ
る必要があると思われるので，行論で立ち返ることにしよう。
１）エンゲルス版では，この部分は次のようになっている。「それゆえ，銀行
業者の資本の最大の部分は，純粋に架空なものであって，債権（手形),国債
７２「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
証券（これは過去の資本を代表している)，および株式（将来の収益にたい
する指図証券）から成っている｡」（ＭＥＷ,Ｂｄ２５,Ｓ､487.）
マニド・キャピタル
２）「銀行業者の貨幣資本を成しているとんまたち」というのIま銀行業者自身
のことなのか，銀行に預金をしている「貨幣資本家」ないし生産的資本家な
のか，判然としない。総じてこのパラグラフで言われていることの意味には
よくわからないところがある。エンゲルスが省いたのもそのせいかもしれな
い。
３）たとえば，現行版第25章の後半で「Ⅱ」とされているところの末尾にエ
ンゲルスは，彼によることを明記して「書き入れ」をしているが，このなか
●●●● 
で，「架空資本を製造するこの方法」ＷＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ､424）と書いてお
り，第29章の最後の注では，「1844年の銀行法の停止は，イングランド銀行
が自行保有の金準備による保証を顧慮しないで任意の額の銀行券を発行する
ことを許す，つまり任意の額の紙幣の架空な貨幣資本を創造し，これで諸銀
行や手形仲買人に，またこれらの手を経て商業に，前貸をすることを許すの
である」（ＭＥＷ,Ｂｄ’25,ｓ492)，と書いている。
彼が，彼によることを明記しないで「架空資本」という語を使っている例
としては，次のようなところをあげることができる。
「イングランド銀行がその地下室にある金属準備によって保証されていな
い銀行券を発行するかぎりでは，この銀行は価値章標を創造するのであっ
て，この章標は流通手段を形成するだけではなく，この銀行にとってこの無
準備銀行券の名目額だけの追加の－架空だとはいえ－資本をも形成す
る。そして，この追加資本はこの銀行のために追加利潤をあげるのである｡」
（ＭＥＷ,Ｂｄ､25,ｓ557.） 
この文章はエンゲルスによるものである。
9．草稿と現行版第25章との対応
前節冒頭で述べたように，現行第25章は，草稿５）の後のほうからエン
ゲルスが取り入れた若干の個所があるが，それ以外は５）の始めの部分か
ら取られている。しかし，マルクスの草稿が十分に仕上げられていないと
いう判断からであろう，エンゲルスはかなりの置き換え，削除を行なって
いる。本節では，まず草稿の状態の大要を述べ，エンゲルス版との対応関
係を示したのち，次節で草稿の該当部分の全文を紹介しよう。
７．で述べたように現行第26章冒頭でノーマソの批判にはいるまえまでの
7３ 
ところは，草稿318-321ページのいわば雑録的な部分の最後のところをな
しているものと思われる。そこで，ここでは，この３２１ページまで（厳密
には３２２ページの１行目まで）を一括して紹介することにしよう。
全体は大きく３つに分けることができる。
第１は，５）のテキストをなすべきものとして書き始められたことが明
らかな，最初の本文部分であって，エンゲルス版では，第25章の冒頭か
ら，「特殊な信用諸機関ならびに銀行そのものの特殊な諸形態は，われわ
れの目的のためにはこれ以上考察する必要はない」（ＭＥＷ)Ｂｄ25,ｓ
417)，としているところ，といってもこの部分から，リーサム，ポウズン
キヅト，トゥヅク，コクランの各人の著書からの引用の個所（ｊＶＥＷ)Ｂｄ
２５,Ｓ414-415）を除いたものにあたる。この部分は，草稿317ページの
●●● 
上半部全体を埋めたのち，次の３１８ページの上半部の上から約４分の１ま
でに書かれている。
第２は，上の本文への注である。マルクスは本文のなかに注番号をつ
げ，ページの下半部に注を書いている。しかし，本文が２ページ目の３１８
ページ上方で終わっているのに，注はこの２ページの下半部だけでは書き
きれず－といっても各注のあいだに多少の空きがあるところもある－
●●● 
次の３１９ページの下半部に続き，その最下部でやっと終わっている。本文
には次の注番号がある－a)，ｂ)．)，ｂ)，ｃ)，ｄ)，ｅ)，ｆ)，(9)a)，(9)b)，
h)，ｉ)，ｊ)，(1)，(2)。このうち，ｄ）とｅ）とは，下半部にいったん番号を
つけたものの，縦線で抹消され，注は書かれていない。ｆ）は「f）ギルバ
ート｡」と書いたのち，抹消している。３１７ページにはａ)，ｂａ)，ｂ)，ｃ)，
｢注a）に〔ａｄＮｏｔｅａ)〕｣，「注ａおよびｂに〔ａｄｎｏｔｅａｕｂ.〕｣，の各注，
318ページには「注ａに〔ａｄＮｏｔｅａ〕｣，ｇ)の，ｇ)b)，ｈ)，ｉ)，ｊ)，の各注，
319ページにはｊ）（ｊは２つある)，１)，２)，の各注が書かれている。
第３は，以上の本文および注に関連する材料として書かれたと思われる
部分一本稿では「雑録」と呼ぶ－である。これには，ただ引用文だけ
を掲げているところとマルクスが自分の文章を書いているところとがいく
７４「信用と架空資本」（『資本論」第３部第25章）の草稿について(上）
つかあるだけで，基本的にははじめになんらかの見出しないしそれに準じ
るものがあり，そのあとに引用文がくる，というものから成っている。こ
れは，３１８ページ上半部の上から４分の１ほどのところで終わっている本
文の直後から始まり，318および319ページの上半部一どちらも下半部は
注に使われている－を埋めたあと，３２０，３２１，の両ページの上半部下半
部を通して書かれ，３２２ページの１行目で終わっている。その最初のもの
は「注１）（318および319ページ）へ〔ＺｕＮｏｔｅｌ）（318ｕ,319)〕」とあ
り，これはおそらく，318ページの本文に注番号があって注が319ページの
下半分に書かれている注１）のことであろうと推定されるので，この雑録
を書き始めるときには，すでに318および319ページの下半部の注は書かれ
●●●●●●●●●●●● 
ていたのではないかと思われる。すなわち，まず本文と注を書き，そのあ
とで雑録の部分にかかったのではないかと思われる。そういう経過から，
このなかには第２の注のグループに属するものとして，いまふれた，「注
１）（318および319ページ）へ」のほか，「注1,318ページ,へ〔ＺｕＮｏｔｅ
1.318.〕｣，および，「注ｈに。318ページ〔ａｄＮｏｔｅｈｐ３１８〕」が含まれ
ている。
以上の３つの部分を使ってエンゲルスは第25章と第26章のはじめの部分
とをつくった。ここで，マルクスの草稿がエンゲルス版にどのように利用
されたか，エンゲルス版の各部分がマルクスの草稿のどこから取られてい
るかを示す第３表を掲げておこう。草稿の本文も注も雑録も，そのすべて
を次節で紹介するので，ここでは草稿のそれぞれの部分の内容はごく簡単
な見出しと，引用ページないし引用証言番号だけを記すにとどめるが，次
節の各部分との関係を容易につかめるように，左端に，次節で用いる草稿
ページの指示記号をつげておく（詳細は次節を見られたい)。現行版のほう
も,ＭＥＷ版のページとごく簡単な見出しとを記すだけにするが,どの部分
をさしているかは，容易にかつ誤りなく判断されうるものと考えている。
この表を見られればすぐにわかるように，エンゲルスは，マルクスの注
のうちから，リーサム，ポウズンキット，トゥック，コクランの引用を本
7５ 
第３表草稿第５章５）の冒頭と現行第25章および第26章冒頭との関係
ＭＥＷ・
ページ草稿ページ 現行版第25章
〔本文２パラグラフ〕
第３部第１稿
３ ⑥
④
 
8上②
▽‘、り
のａ）『経渡
② 
〔この55は不要であろう〕
↓ 
リーサム，ｐ､５５，５６，３，４，
８，１１，４３，４４． 
ポウズンキット，ｐ､86,92,
93,93． 
トウック，ｐ､87．
コクラン，ｐ､797．
〔本文５パラグラフ〕
③ 
４
４
 
④ 
⑤ 
⑥ ） 
７
 － 
５
５
５
 
］_ｂ乙一｡｡＿Ｏ［
Ｌｒ 
318下②gW
318下③ｇ)鋤
トウツク，ｐ,3６，３７．トウツク，ｐ､36,37.------一－4ｌ７
スコットランドの諸銀行で
の，銀行券での前貸。
:二:'繍謬州縢蝋
31,下①j)95三二亘上三1-翌9-竺竪－４，８ﾌﾗｰﾄﾝ,p凡
319下②１）ロイド。『商業的窮境』1848年，
No.3７，６３． 
ラゲー，ｐ２０４ｎｏｔｅ．
319下③２）預金。『通貨理論論評』，
ｐ､６２，６３．－－－－－－－－－－－〔本表次ページへ〕
〔雑録〕
318上③「注1）（318および319ページ)へ」
ギルバート，ｐ､117,118,146,
119,120.---------------------------418-9ギルバート，ｐ､117,117,118,
146,119,120. 
７６「信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について(上）
318上④準備金の節約。預金。小切手。ギ
ルバート，ｐ123,124,124.---419
空ｷｰ塗f蕊｛蝋=ずﾙﾊﾞｰ'－，M，卜，ｐ､127,134.
ギルバート，
|ｷﾞ'… 
p､123,124. 
p､127,134,137, 
138. 
p､172,174,175, 
180,181. ::ｉｔ::悪鰯薊ご]137,138. 
319上①手形の割引によるさまざまな事業
〔本表前ページから〕
↓ 
420『通貨理論論評』，ｐ､6２，６３．
部門への諸資本の配分。ギル
パート，ｐ､153,154.
319上②「長期手形は投機を助長する｡」
●
 
〈｜院叩）
Ｐ出羽）
■■０ｓ ● 
毎ｍ〕△■ク
。」、●，
争一ＫＯ・タグ
ＯＬレワ
６Ｊク
ギ
319上③「注１，３１８ページ,へ」ギルバー
ト，ｐ､172.
319上④当座貸越，過振り。ギルバート，
ｐ､175. 
319上⑤商品担保の前貸。ギルバート，
ｐ,180,181. ’ 420-3〔エンゲルスの挿入〕
〔草稿361ページ〕－４２３1.
319上⑥「注hに。318ページ」手形と積荷
：iI蕊撒r川Ⅱ鯨ニニル〔エンゲルスの挿入〕319上⑦現金でなく手形での支払。『商業
的窮境』1847年，No.７，１６，
１７，１８，２０，２１，２５．－－－－－>424Ⅲ『商業的窮境』1847年，
320①1847年の春(４月)には－．－．同上， ｐ､26,27． 
No.177,521,522,526,207, 
1754，１７５５，２匹_型上－－－－>425同上，ｐ,４１，４２，６６，６７，
４３，４４，１５９． 
〔このうちNo.231のみ〕－－－－＞〔ＭＥＷ,Ｂｄ､２３，ｓ502,Ｚ､32-37〕
320②手形が銀行業者の準備金となる。
同上，No.352.---…一一一一425同上，ｐ53.
320③投機手形。綿花手形。同上，Ｎｏ．
5092,5094,600,601.----＞426同上，No.5092,5094,
320④東インド市場（および中国市場） 600,601. 
での大過剰取引(1847年)。
同上，No.677,687,688,689,
786,971.---－一一一一一→426-7同上，Ｐ78,79；No.786,
〔草稿370,369ページ〕－>427-8Ｎ
〔草稿352bページ〕‐428Ｖ、
7７ 
現行版第26章
貨幣資本の蓄積とそれが利子率に
及ぼす影響。『通貨理論論評』，
ｐ､32sq,３６．‐-----------------429 
ハツパード，ｐ、〔40-〕４１，４２，
６８.‐－－－－－－－…－－－－－－－．－－＞429-30 
321① 
『通貨理論論評』，ｐ､32-34,
36． 
ハツバード，ｐ､4０，４１，４２，
６８． 
321② 1846-47年。
繍鱒宝|Ⅲ⑩
銀行業者による退蔵。同上，Ｎｏ．
4605.‐…－－－－－－－－－－－－－４３２ 
第4691号。同上，No.4691.----432
資本の価値。同上，No.4777.
『商業的窮境』1847年，ｐ、
７４，７５，８１；No.1664, 
1763；ｐ､301,312；Ｎｏ． 
3846,〔3848〕；Ｎｏ．
4356-4361． 
同上，No.4605．
同上，No.4691.
321③ 
④
⑤
⑥
 
１
１
１
 
２
２
２
 
３
３
３
 信用の容易さ(貨幣の豊富さ)。
同上，No.4886,5080.
321⑦ 逼迫期に貨幣取扱業者がどんなに
はげしく暴れまわるかについ
て……。同上，No.5451.‐－－－４３２
〔マルクスの覚え書き〕
同上，No.5451.
321⑧ 
通貨，貨幣，資本。『ジ・エコノ
ミスト』，1845年度，ｐ238.
文の途中に挿入したが，これ以外の注と雑録とはほとんど区別なしに取扱
って，本文のあとに置いている。マルクスの雑録のなかで「注１）へ(318
および319ページ)｣，「注１，３１８ページ｣，「注ｈに。318ページ」とされて
いる３か所も，ほかの部分と区別されることなく，書かれている順序どお
りに並べられている。こうした状況からゑて，エンゲルスが，注番号によ
る本文の特定個所への関連づけは重要でない，と判断したことはほとんど
確実である。この判断が内容の分析によるものか，それとも，口述筆記で
つくられた写しが草稿の状態を細かいところまで再現していなかったため
●●●●●●●●● 
に生じたものかは，わからない。ただ，後者の可能性もあることだけは留
意しておく必要があると考える。
（1983年７月28日）
